
1/1 

©2025 独立行政法人情報処理推進機構 

令和 7年度 春期 システムアーキテクト試験 採点講評 
 

午後Ⅱ試験 

全問共通 
全問に共通して，自らの経験に基づき設問に素直に答えている論述が多かった。一方で，実施した事項を論

述するだけにとどまり，実施した理由や検討の経緯が読み取れない論述も少なからず見受けられた。自らが実
際にシステムアーキテクトとして検討し取り組んだことを，設問に沿って具体的に論述してほしい。 

 

問１ 
 問 1 では，複数の情報システムのデータを活用した指標の提供に関する経験についての論述を期待した。金
融，製造，小売，医療，農業など多くの分野の論述があり，このような指標が一般的になってきていることが
うかがえた。一方，業務目標と指標の関係が不明確な論述や，指標と関連の薄い要件定義を記述している論述
も散見された。システムアーキテクトは，業務目標を正しく理解し，指標を算出するために必要なデータを特
定して必要な指標を提供できるように心掛けてほしい。 

 

問２ 
 問 2 では，現行システムと新システム間の差異を踏まえたデータ移行についての論述を期待した。多くの受
験者がデータの移行タイミングと実施方法を具体的に論述できており，実際に手順を検討した経験があること
がうかがえた。一方，現行システムと新システム間の差異を明確にせず，実施した事項の記述にとどまってい
る論述も散見された。システムアーキテクトは，移行データの仕様や特性に応じて，移行方法を適切に検討で
きるように心掛けてほしい。 

 


